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総 務 委 員 会 報 告 資 料
令和８年４月１４日 

件  名 令和８年度防犯対策補助事業の実施の方向性について 

所管部課名 危機管理部 危機管理課、犯罪抑止担当課 

内  容 

令和８年度防犯対策補助事業の実施について、５月１１日（月）から事業開

始となる旨を報告する。 

１ 概要 ※ 対象項目は別紙参照（令和７年度再延長時から変更なし） 

（１）令和８年４月１日（領収書の日付）以降に設置した防犯設備が対象

（２）東京都が実施する防犯機器等購入緊急補助事業（以下、都補助という。）

も合わせて実施（別途申請不要） 

（３）令和８年５月１１日（月）から申請受付開始

（４）予算（９０,７６６千円）がなくなり次第、終了

２ 令和７年度（再延長）からの主な変更点 

都補助の補助上限額が２万円から１万円に減額 

※ 減額に伴う区の負担増はなし（購入金額に応じて区民の自己負担は最

大で１万円増）

※ 令和７年度に交付済みの世帯は対象外

３ 周知方法 

（１）区ホームページ、ＳＮＳなど

（２）あだち広報４月２５日号（予定）

４ 今後の方針 

申請状況や刑法犯の発生状況などを分析し、令和９年度以降の実施の有無

を検討する。 

【参考】 

〇 防犯カメラの設置 購入額６０,０００円 

（都補助金相当額の算出式） 

購入額６０,０００円の１／２（補助上限額１０,０００円） 

⇒ 都補助１０,０００円

（区独自補助額の算出式） 

購入額６０,０００円から都補助１０,０００円を差し引いた額の２／３ 

⇒ 区補助３３,３００円（１００円未満切り捨て）

（補助金交付額） 

１０,０００円＋３３,３００円＝４３,３００円 

１６,７００円（本人負担実費） 
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別紙 

補助対象となる項目 

【個人 設備】 

補助対象 補助率 補助上限額 

侵入盗対策 

１ 防犯カメラの設置（注１） 

２／３ 

４０,０００円 

2 

防犯ガラスの取付け又は交換 

※ 中間膜が挟み込まれたガラス、強化ガラス、合わせガラス

等に限る（網入りガラスは除く）。

１２０,０００

円 

3 
防犯性能の高い玄関錠の取付け又は交換 

※ ディンプルキー、電子錠及び指紋認証錠に限る。
３３,３００円 

4 防犯フィルムの取付け又は交換（ＣＰマークあり） ４０,０００円 

5 面格子の取付け又は交換 ２０,０００円 

6 センサーライトの設置 ６,６００円 

7 防犯砂利 １３,３００円 

8 録画（動画）機能付きインターホンの取付け又は交換（注３） 

３／４ 

７５,０００円 

9 
録画（静止画・準動画）機能付きインターホンの取付け又は交換 

（注３） 
３０,０００円 

10 録画（動画）機能付きインターホンの取付け又は交換 

２／３ 

６０,０００円 

11 録画（静止画・準動画）機能付きインターホンの取付け又は交換 ２５,０００円 

特殊詐欺対策 

12 ナンバー・ディスプレイ対応電話機（注３） ３／４ ７,５００円 

注１ 侵入者が容易に認識できる形状であり野外に設置したものに限る。 

注２ ２～１１については、当該年度内にそれぞれ２項目までを対象とする。 

注３ ６５歳以上の者が属する世帯が居住する住宅に設置したものに限る。なお、申請者が６５

歳未満の場合、６５歳以上の本人確認書類を合わせて添付すること（住民票が同世帯の者に

限る）。 

注４ 項目数の上限は、世帯を単位として計算する。 

注５ 項目ごとに個数の上限は設けず、合算した額を支払額とする。ただし、８～１２について

は、１項目につき１品までを対象とする。 
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【個人 物品】 

補助対象 補助率 補助上限額 

自転車盗対策 

1 電子錠 

３／４ 

３,７００円 

2 自転車カバー ２,２００円 

3 警報付きロック １,５００円 

4 自転車ワイヤーロック １,５００円 

5 自転車シリンダー錠 ７００円 

オートバイ盗対策

6 チェーンロック

３／４ 

２,２００円 

7 ディスクロック ２,３００円 

8 バイクカバー ２,２００円 

9 ブレードロック ３,０００円 

10 Ｕ字ロック ２,２００円 

自動車盗対策 

11 ペダルロック 

２／３ 

６,６００円 

12 自動車カバー ４,０００円 

13 ハンドルロック ４,０００円 

14 タイヤロック ２,６００円 

15 リレーアタック防止機能付きキーボックス ２,０００円 

注 全ての項目のうち３項目まで、１項目につき１品までを対象とする。 

【共同住宅】 

補助対象 補助率 補助上限額 

1 

敷地内（駐輪場を除く。）への防犯カメラの設置（上限５台） 

※ 建物の形状により５台を超えて設置することが相当と認

められる場合はこの限りでない。

※ 侵入者が容易に認識できる野外に設置したものに限る。

２／３ 
２００,０００

円 

2 

駐輪場への防犯カメラの設置（上限５台） 

※ ５台以上の設置が認められる場合はこの限りでない。

※ 自転車盗対策に特化して駐輪場に設置したものに限る。

３／４ 
２２５,０００

円 
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総 務 委 員 会 報 告 資 料
令和８年４月１４日 

件  名 「ながら見守り」啓発活動の実施結果等について 

所管部課名 危機管理部 危機管理課、犯罪抑止担当課 

内  容 

令和７年度に周知・啓発活動として実施した「ながら見守り」（※）の取り組み

について、以下のとおり実施結果等を報告する。あわせて令和８年度の実施方針案

を報告する。 

※ 「ながら見守り」とは、日常生活をし「ながら」まわりに目を向けることで子

どもや地域の安全を守ろうとする活動である。 

１ 令和７年度に実施した認知度向上及び登録者増加に向けた取り組みについて 

（１）区内４警察署管内ごとの商業施設での PRイベント

ア 実施内容

「ながら見守り」の認知度向上のため、千住、西新井、竹の塚、綾瀬の４

地区の大型商業施設等で「ながら見守り」の周知・啓発を行った。 

イ 実施結果

場 所 実施日 実 績 

竹の塚地区 

（イオンスタイル竹

の塚） 

令和７年 

１１月２日 

フク防シール配布数  ：５１６枚 

登録者数（後日登録除く）： １５名 

フク防輪投げ参加者数  ：１０７名 

西新井地区 

（パサージオ西新井） 

令和７年 

１２月７日 

フク防シール配布数  ：５３３枚 

登録者数（後日登録除く）： ２２名 

フク防輪投げ参加者数  ：１２７名 

千住地区 

（ポンテポルタ千住） 

令和８年 

１月２５日 

フク防シール配布数  ：８０５枚 

登録者数（後日登録除く）： ３６名 

フク防輪投げ参加者数  ：２７６名 

綾瀬地区 

（イトーヨーカドー

綾瀬店） 

令和８年 

３月１５日 

フク防シール配布数   ：３８９枚 

登録者数（後日登録除く）：  ８名 

フク防輪投げ参加者数  ： ４３名 

ウ 会場の様子

（２）地域包括支援センターへの出張啓発

ア 実施内容
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地域包括支援センターが主催する絆のあんしんネットワーク連絡会にて 

「ながら見守り」及び「特殊詐欺対策」についての講話を行い、参加者へチ 

ラシを配布した。

イ 実施結果

※ 参加者が登録申込書を持ち帰り、後日団体登録をした。

ウ 会場の様子

（３）わんわんパトロール隊の集会における出張啓発

ア 実施内容

竹の塚及び綾瀬のわんわんパトロール隊の集会にて「ながら見守り」講話

を行い、全参加者へチラシ配布を行った。 

イ 実施結果

場 所 実施日 参加者 

竹の塚 令和７年１０月３日 １０組 

綾 瀬 令和７年１２月６日 ２８組 

ウ 会場の様子

実施会場 実施日 参加者（登録者） 

はなはた 令和７年８月１日 １０名（３３名）※ 

入谷 令和７年１１月１８日 ４５名（ ３名） 

西新井 令和７年１１月２１日 ５５名（２４名） 

西綾瀬 令和７年１２月１２日 ３０名（ ３名） 

一ツ家 令和８年１月３０日 ５０名（ ０名） 

扇 令和８年２月１０日 ３８名（ ０名） 

本木関原 令和８年２月２５日 ３５名（２９名） 

千住西 令和８年３月２５日 １５名（ ３名） 
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（４）その他、出張啓発

ア 実施内容

その他、区内イベントにて周知・啓発を行った。

イ 実施結果

（５）「ながら見守りラッピングタクシー」の走行開始 

ア 実施内容

区内タクシー事業者が所有するタクシー３台へ「ながら見守り」のラッピ

ングを施し、業務中の車両に防犯の視点を持たせた巡回を実施。

※ 令和７年５月３０日より走行開始。

イ 実施結果

区内での乗降者割合 ：月平均約５０％ 

タクシー事業者の従業員登録数：４２名

場 所 実施日 実 績 

狂犬病接種会場 令和７年 

４月１２日 

登録者４０名 

ママの孤独・孤立防止どっと

リボンママフェスタ２０２５

令和７年 

５月１０日 

登録者６６名 

西新井警察署との合同イベント 令和７年 

６月３日 

登録者３０名 

東京都都民安全課のイベント 令和７年 

８月１２日 

登録者１９名 

区民健康まつり 令和７年 

９月２７日 

登録者３６名 

扇小学校ＰＴＡ「扇っこまつり」 令和７年 

１０月４日 

登録者 ４名 

輪投げ参加者２２３名
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（６）「ながら見守り」マグネットシート 

ア 実施内容

「ながら見守り」マグネットシート（デザインは以下のとおり）を庁有車

１４台（２０１号車～２１４号車）の助手席側に貼付を行った。 

縦 ３０ｃｍ 

横 ４２ｃｍ 

※ 令和７年１２月２２日より貼付開始。

イ 対象期間

毎月２０日（区民防犯の日）を含む月曜日～金曜日（祝日を除く）

※ ２０日が土日の場合は翌月曜日～金曜日（祝日を除く）

（７）「教育だより」への掲載 

令和７年７月号に「ながら見守り」の特集記事を掲載した。制度の概要を説 

明するとともに「ながら見守り」登録者２名のインタビュー記事を掲載した。 

（８）区内小中学生への「ながら見守り」認知度アンケートの実施

ア 実施内容

区内の小中学生へグーグルクラスルームを通じて「ながら見守り」の認知

度アンケートを実施した。 

イ 実施結果

回答数 ８，６７１名

「ながら見守り」を知っている １，４２８名（１６．５％）

フク防を知っている ２，０７５名（２３．９％） 

（９）区内小学校の入学説明会でのチラシ配布

対象校：６７校

対象人数：約７，０００名

（10）令和７年度の登録者数

５，７０３名（令和８年３月１６日時点）

令和７年４月１日からの増加人数：７６２名

※ 令和７年３月３１日時点 ４，９４１名

２ アンケート調査結果から見える課題 

「ながら見守り」登録者の活動実態や課題が見えにくいため、令和８年２月 

５日から２月２８日にメールマガジン登録者を対象にアンケートを実施した。 

（１）アンケート結果

ア 回答者数

２２１名／１，８７７名（回答率：１１．８％）

※ 配信不能アドレスを除く
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イ 主な意見

① ながら見守り周知に関するご意見（６０件）

② グッズに関する意見 （５７件） 

③ イベントや活動共有に関する意見（１５件）

（２）課題

ア 認知度と社会的評価の向上

多くの回答者が「まだ知られていない」という思いを抱えている。単に名

前を知ってもらうだけでなく、「グッズを身に着けている＝地域の安全を見 

守る活動者」という社会的評価を確立する必要がある。 

イ 多世代・広域を巻き込む「接点」の創出

活動を認知している層が一部に限られているため、子育て世代、サラリー

マン、高齢者など、それぞれの生活動線（スーパー、コンビニ、公共施設） 

に合わせた啓発を行い、足立区全体に活動を広げる必要がある。

ウ 参加者同士の「繋がり」と「達成感」の可視化

個人活動が主であるため、孤独を感じたり、自分の活動がどう役立ってい

るか実感が湧きにくい。 

３ 令和８年度の実施方針案 

新たな取り組み 

（１）啓発動画によるＰＲ

「ながら見守り」周知動画を新規作成し、デジタルサ

イネージ、区内イベント会場、区内施設、バス広告等で

放映する。

（２）啓発ポスターの掲示

住区センター・地域学習センター、区内各駅、商店

街にポスター掲示及びチラシの配架の協力を依頼する。 

拡充する取り組み 

（１）新規登録の取り組み

ア 町会・自治会へ掲示板や回覧板による啓発

イ 商連理事会や各商店街理事会への啓発

ウ コドモン、Ｃ４ｔｈ、教育だよりによる教育関係

者や保護者への啓発

（２）登録者へ向けた取り組み（４警察署との連携）

ア 登録者による意見交換会の開催

イ 防犯専門アドバイザーによる「ながら見守り」セミ

ナーの開催

（３）職員による「ながら見守り」の展開

公用自転車への自転車かご用反射プレートの設置

※ 令和７年度から教育指導課（指導主事）による学校

訪問時の見守り及び保護者への啓発を実施。
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総 務 委 員 会 報 告 資 料
令和８年４月１４日 

件  名 「高校生自転車カギかけありがとうキャンペーン」の実施結果等について 

所管部課名 危機管理部 危機管理課、犯罪抑止担当課 

内  容 

令和７年度に自転車盗対策として実施した「高校生自転車カギかけありがとう

キャンペーン」について、以下のとおり実施結果を報告する。あわせて、令和８

年度の実施方針案を報告する。

１ 令和７年度実施結果 

（１）施錠率（区内都立高校９校平均）

令和５年度 令和６年度 令和７年度 

キャンペーン開始前 ６２.７％ ６０.２％ ５７.４％ 

キャンペーン終了時 ６３.０％ ６９.８％ ６５.０％ 

（２）学校独自の啓発チラシコンクール（５校参加）

デザイン賞 都立淵江高等学校 特別賞 都立江北高等学校 

（３）アンケート結果

ア 主な質問

項目 割合 前年度比 

キャンペーンの認知度 ７６.２％ －６.６Ｐ 

これまで施錠をしていなかった生徒のうち

施錠の意識が高まった生徒 

６３.８％ ＋１.０Ｐ 

これまで施錠をしていなかった生徒のうち

施錠をするようになった生徒 

４５.８％ ＋６.５Ｐ 

学校以外でも施錠の意識が高まった ８２.１％ 調査なし 
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イ 本キャンペーンでどのようなものがもらえたらうれしいか

マクドナルド

のクーポン券

（※）

コンビニで使

用できる割引

券

飲食店、カフ

ェなどで使用

できるクーポ

ン券

その他 

割合 ６０.０％ ２０.２％ １２.８％ ７.０％ 

※ マクドナルドのクーポン券と答えた生徒のうち、希望する具体的

なメニュー（上位３位） セットメニュー（３８.０％）、ポテト（３

０.６％）、ハンバーガー（１５.１％）

２ 令和８年度実施方針案 

（１）実施スケジュール

令和８年６月１日～令和８年１１月

（２）新たな取り組み

ア 月１回の施錠率調査の実施

イ 施錠率表示ボードの校内掲示（毎月更新）

※ アンケートにおける「区からの支援」で１位（３８.１％）

ウ ビュー坊による学校での定期的な啓発活動の実施

※ アンケートにおける「区からの支援」で２位（３７.９％）

（３）記念品

検討中

３ その他 

令和７年度の施錠率最優秀校への記念品「ビュー坊ぬいぐるみ」について、

生産元となる中国において、日本への輸出入一部制限や旧正月の影響により年

度内の納品が困難なことから、令和８年度に購入して贈呈する（３年生につい

ては、学校と連携して、個別に郵送）。 
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総 務 委 員 会 報 告 資 料 

令和８年４月１４日 

件   名 
足立区新型インフルエンザ等対策行動計画改定に伴うパブリックコメ

ントの実施について 

所管部課名 
危機管理部 危機管理課、 

足立保健所 感染症対策課 

内   容 

１ 足立区新型インフルエンザ等対策行動計画【改定版】（案）について 

別紙参照 

２ パブリックコメントの実施について 

（１）案件名 

   足立区新型インフルエンザ等対策行動計画【改定版】 

（２）意見募集期間 

   令和８年４月２７日（月）～５月２６日（火） 

（３）実施予告 

  ア あだち広報（令和８年４月２５日号） 

  イ 区ホームページ 

  ウ 区公式ＳＮＳなど 

（４）案件の公表 

  ア 区ホームページへの掲載 

  イ 担当課窓口での閲覧、配付 

  ウ 区民事務所、中央図書館、区政情報課、政策経営課での配付など 

３ 今後のスケジュール（予定） 

 年  月 概    要 

令和８年４～５月 パブリックコメント実施 

６月 

（１）総務委員会でパブリックコメント 

結果報告 

（２）都へ行動計画の改定を報告 

      ７月 本行動計画の運用開始 
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